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【プロフィール】1981年、向日市出まれ。高校時代から独学で作品づくりに励み、ＫＣＩ

川温子先生に師事。2005年、洋裁の山田寛文氏とブランド「dejeuner」設立。2006年、

ｉ；サマー！今年の夏は一度っきり。
謹蓬だから色んなことに挑戦だ！仕
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，；事に勉強に恋に､みんなガンバ

ョレー｡でも土曜の夜は｢谷□な夜Ｊ

１を忘れずに！お盆は親戚一同と、

!“"§＃旅行先では凌達と｡そして一人寂
諏壊しい夜にもどうぞ！みんなに｢谷
がﾂ；ロな夜｣の利を広めよう１余太郎
‘；師匠も､｢谷□な夜渇認キャンペー

；ン」ヨロシク！

KCS(講談社が主宰する編物協会）指導講師の故.長谷

）年、独自のニットブランド「atricot」を立ち上げる
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ルームシューズは形をしっかりさせるために、凧糸を使

ってきつめに編んでいく。それぞれに合った素材を優先

し､「適していること､適してないことはある」ため､

｢絶対にニットでないとアカン、とは思わない」とのこと
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夏休みだよ全員集合！谷口キヨ

コです!やってきました2006年
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羊に魅せられて叢まで紡ぐ
柔軟さが原動力の源となる匙

番組のＨＰへアクセスしてご意見､ご感想､応援．
。メッセージなど、どんどんメールしてください！

パソコンhttp://www,kbs風kyoto､ＣＯ・jp/taniyoru／．‐

≦ケータイhttP§ﾉﾉwww,kbs-kyoto.co・jp/taniyoru/mObWe／
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ニットアーティストの肩書きを持つ史子さんは、驚くほど柔軟か

つ潔い姿勢でモノづくりに対111寺しているように思う。ニットアーテ

ィストだが、ニットだけではない。お世話になっている羊にこの上

ない愛を注ぎ、１年前から紡ぎ車を自在に操るようになり、必要で

あれば綿を染め、フェルトをつくる。糸を紡ごうと思ったのは、手

芸業界の品揃えの悪さが理由だという。「いいなと思う糸があって

も、次も必ず手に入るとは限らないんです。それだったら、自分で

紡いじゃおうと｣。紡ぎ車からどうやって糸ができるのかも分から

ないまま、思い立って羊毛店に飛び込み「ちょっと紡がせてくださ

い！」と頼み込んだのだとか。「自分で紡いだ糸を使うと、もう市

販のものは使えませんよ（笑)｣。

それがきっかけで、いまではすっかり羊の虜。サイトにも

｢hitsuji」というｺﾝﾃﾝﾂがあり､牧場へ行った話をはじめ､羊に

ついて熱く語られている。「匂い、質感、手触り･･･その子と一緒に

つくってる感じが楽しい」と、羊毛の素晴らしさについて話す表情

は嬉々としている。「生きているもの、自然のものを、違うカタチ

に変えていってる実感が強い｣。デザインよりも、機能性を重視す

る。使えるかどうかが大事。「使ってもらってなんぼですよね」と。

自分がつくったものをボロボロになるまで着倒してくれる人と出会

ったとき、着すぎたものの修理を受けるとき。楽しさを感じるとき

だと、史子さんは笑う。

大学卒業と同時に、心から尊敬し師事していた恩師が他界した。

｢本当に路頭に迷うって感じでした…」と、その頃のことを振り返

る。「個肢はやってみたい、そのための作品をつくる時間がない、

原料に行き詰まるし、片っ端からオーダー受けてみたり･･･｣。衣裳

など、派手なものばかりつくっていた時期。「ずっとモヤモヤして

ました。デザインの装飾に走ったり、シンプルなものつくっても色

がないなあって思ったり｣。それでも、使えるものをつくろうと決

めた頃から「注文が入ってきたり、古着屋さんとのコラボが実現し

たり｣。悩みに悩んで、ふと何かに気づいた瞬間、力が抜けたのか。

今の彼女はとても自然体だ。タグひとつとっても、擦り切れてロゴ

が読めなくなっていいと思っている。それが自然なことだから。自

身の手を離れて、擦り切れるほど使ってくれる持ち主のモノになっ

たという証拠だから。そうして愛してくれる人のために、彼女は作

品をつくり続けていくだろう。
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こんばんは｡夏は苦手な金太郎です｡谷。

□ぃ蝋番組の宣伝はいいけどちょっと強

引すぎるぞ｡お盆に親戚一同で観られる；

のはこつばずかしいな｡イヤ､カップル・

でイチヤつきながら､バカにされつつ観‘

られるよりはマシか｡まあ､みなさん誰

とどんな所にいてもいいんで俗口な夜ｊ

観てニャー｡これでいいか？谷口！
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■恵文社一乗寺店にて、商品を購入可能。

■秋より知恩寺の手作り市に出店予定。

新情報は随時HPにてお知らせ。

http://atricotjp／

■ニット教室開催中Ｉ

日時:毎週日月火／9:30～11:００(要予約）

場所：カフェLucca(新京極六角東入ル南側）

受講料：１回2000円（回数制）
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身内でバカ受け（史子さん談）だった「究極のあったか

ニット帽」は、すごく太めに紡いだ糸でキツキツに編ん

であるため、通気性はいいが鯨くほど暖かい。「自転車に

乗る人にはオススメです」って

この夏より恵文社へ出品しているルームシューズと鍋敷

き。鍋敷きは片面がフェルト状になっている。自分で糸を

紡ぐようになってからフェルト生地をつくることも増えた

とか。もう片方はシューズと同じ素材で編まれている
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